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い
降
い
っ
ル
た。
なお、１時間降水量第２位記
水量分布、レーダーエコーの
る。これによると下層では湿
た。また、降雨セルは六甲山
の幅は 程度であり、激
録の 年 月 日の
動き、衛星雲画像、高層天気
潤空気、中層では乾燥空気の
付近で発生し、東進し、京都
しい降雨は京都市内だけに限
については、東・藤井
図、高層観測資料などを用い
流入があり、対流不安定の成
市付近に達して急激に発達し
られたものであった。
（ ）が、
て解析して
層状態にあ
た。降雨セ
で
の
強
京都地方気象台における約
のうち、いずれも９件は台風
１件は低気圧（大陸旋風）に
風によるものであった。
また、 年以降 年間にお
．おわりに
年間の記録によると、日最大
時に観測されたものであった
よるもので、最大瞬間風速は
ける最大風速と最大瞬間風速
風速および日最大瞬間風速の
。一方、非台風時に観測され
日本海を通過した低気圧に向
の年最大値については、約半
上位 位ま
た最大風速
かって吹く
数が台風通
過
過
間
が
に
方
時に発現している。これは、
時に発現したのに比べると頻
の平均では 個であるが、
少なくない。すなわち、京都
他の気象擾乱による強風が年
一方、降雨の年最大値につい
が年最大値となる頻度が高い
気象台開設以来記録された上
度が少ない。日本本土へ上陸
このうち九州や関東に上陸し
市という場所を特定すると、
最大風速となる年が約半数あ
ては、台風よりもむしろ低気
。
位 位の最大風速は 件中９
する台風の個数は、
、京都市が台風の強風域に入
台風の強風域が通過せず、低
ることを意味している。
圧や前線など他の気象擾乱に
件が台風通
年の 年
らない場合
気圧のよう
よる大雨の
前
の
ま
さ
これらの結果から、京都市に
線、季節風あるいは雷雨など
なお、本研究の一部は、科学
自然と生活文化に関する調査
た、本研究おける解析に使用
らに、図 の背景の白地図は
おける強風や大雨による災害
小規模な現象を対象としなけ
研究費補助金基盤研究 「バ
およびその展開」（研究代表
した地上気象観測資料の一部
、インターネットを通して
に対する対策は台風だけでな
ればならない。
イオリージョナリズムに基礎
者 勝矢淳雄）の助成を受け
は、気象庁ホームページから
入手した を使用し
く、低気圧、
をおく京都
て実施した。
引用した。
た。これら
に対して厚く感謝の意を表した
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